
（別紙１） 

 

《 いじめ問題への対応 》 

○いじめ対応チームを中心に，該当学年と緊急対応し，調査と対応にあたる。 

《いじめ対応チームメンバー： 校長・教頭・生指部会・スクールカウンセラー》 

 

１
発
見 

 日常の観察・アンケート（5 月・11 月・2 月） 

教育相談・児童からの直接，間接の情報 

⇓ 

情報を得た教職員 

⇓ 

 

２
情
報
収
集 

  

   担任 学年団 

教頭・校長 

              

生徒指導担当 いじめ対応チーム 

⇓ 

 

３
事
実
確
認 

 

報
告
・
共
通
理
解 

職
員
会
議 

 

いじめ対応チーム（緊急対策会議） 

⇓ 

報告・共通理解 

⇓ 

調査方針・分担決定 

⇓ 

調査班編成 

（事案の状況により，メンバーの決定） 

⇓ 

報告・事実関係の把握 

・
教
育
相
談
窓
口 

・
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム 

県
教
委 

  

市
教
委 

保
護
者 

４
方
針
決
定 

 ⇓ 

指導方針の決定，指導体制の編成 

⇓ 

対応班編成 

（事案の状況により，メンバーの決定） 

 

５
対
応 

 ⇓ 

対応班によるいじめ解消に向けた指導 

 

６
解
消
経
過
観
察 

 ⇓ 

解消 

⇓ 

継続指導・経過観察 

⇓ 

再発防止・未然防止活動 

 

学校だけで解決が困難な事例 

警察（西宮サポートセンター） 

西宮こども家庭センター 

福祉事務所 

 

暴力・恐喝等の

犯罪行為があ

った場合 


